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６月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

その他の質問
●エネルギー価格・物価高騰による市民の生活への影響と対策について
●資材・人件費高騰による公共工事への影響について
●市内経済の活性化について
●防犯体制の強化について
●市職員の働く環境について
●ＤＸを活用した電子地域通貨の導入について

問①▶ 片山学園初等科周辺を
文教ゾーンとして発展させていく
ための市長の思いと今後の取組
内容について伺う。
答①▶ 片山学園が立地する当
地区は、高等教育機関や試験研
究機関のほか、図書館や文化
ホール、運動公園等の文化・ス
ポーツ施設といった多様な都市
機能が集積しており、子ども達
や学生など多くの人々 が集い、学
び、活動する環境が整った文教
ゾーンとしての高いポテンシャル
を備えた魅力あるエリアである
と認識している。学園の開校を
契機に、多様な世代における更
なる交流を促し、多くの世代の
子どもや学生が学びの機会に触
れ、夢を叶えられるまちづくりを
推進することが、文教ゾーンとし
ての発展に欠かせないものであ
ると考えている。多様な世代か
ら選ばれるまちを目指し、当エリ
アの更なる魅力向上と地域の価
値向上に努めていく。
問②▶ こども家庭庁創設に伴
う本市の対応について伺う。
答②▶ 国においては、本年４月
にこども家庭庁を創設し、「異
次元の少子化対策」とともに、
貧困や虐待防止対策の強化に
向けた取組を進めている。その
中で、児童福祉法改正により

「こども家庭センター」設置の
努力義務が設けられ、本市では
来年４月の設置を目指し、準備
を進めている。
これは、子育て支援課内の「子
ども家庭総合支援拠点」で実
施している虐待・ひとり親・貧困
等への支援機能と、キッズポー
トいみず内の「子育て世帯包括
支援センター」で実施している
妊娠・出産・母子総合相談等の
支援機能を併せて、児童福祉と
母子保健の一体的支援機能を
備えるものである。妊娠時から
保健師や家庭児童相談員など
による伴走型支援が可能になる
ほか、ヤングケアラー※の相談窓
口としても明確化し、教育委員
会等との連携強化を図りながら、
多様な家庭環境に対応した支
援体制を整備したいと考えてい
る。同時期にスタートする重層
的支援体制整備事業と併せて
実施し、地域共生社会の実現を
目指していく。

【自民射水の会】
高 畑　吉 成 議員

1 片山学園初等科周辺の文教ゾー
ンとしての発展について

2 こども家庭庁創設に伴う本市の
対応について

3 教職員の働く環境について

問③▶ 学校現場において、福
祉部門との連携や福祉の力を
導入し、教職員の負担軽減に努
める必要があると考えるが、見
解を伺う。
答③▶ 少子化や地域の人々と
のつながりの希薄化の影響によ
る子ども達の社会性の低下に加
え、発達障害や貧困といった福
祉的な課題の増加や、家庭の多
様な価値観等を背景に、学校が
抱える課題は多様化・複雑化し
ており、対応に困難を極めてい
る現状がある。社会福祉面にお
ける課題に対する教員の知識や
経験は十分とは言えず、ときに、
保護者等とのトラブルや学校へ
の不信感の高まりの原因となる
こともあり、教員の精神的な負
担につながっている。学校側が
様々な福祉サービス等の内容を
理解し、教育と福祉それぞれの
専門性を生かした連携を実践す
ることで、教職員の負担軽減を
図っていく。

代表質問

の用語については、最終ページに解説があります。※
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問①▶ 国民健康保険の高額療養
費の申請簡素化について伺う。
答①▶ 滞納者への接触機会の逸
失や、レセプト情報のみで決定する
ことによる誤支給のおそれなど、県
や他市町村とともに、簡素化する場
合の課題やその対応について協議
しており、よりよいあり方を検討し
ていく。
問②▶ 選挙投票時の支援カー
ド等の導入について伺う。
答②▶ 「投票支援カード※」及び
「コミュニケーションボード」の導入
は、選挙人を支援する有効なツール
だと考える。先進的自治体の事例を
参考に、これらの導入について検討

問①ⅰ▶ 国保税を協会けんぽ並みに
下げるべきと考えるが、当局の見解
を伺う。
答①ⅰ▶ 本市の国民健康保険事業
は、厳しい財政運営が続いている。
所得の低い世帯には、保険税の軽減
による負担軽減を図っており、本市
単独での保険税引下げは困難と考え
ている。
問①ⅱ▶ 国保税の均等割や平等
割の廃止、中でも未就学児の均
等割を全額軽減すべきと考える
が、当局の見解を伺う。
答①ⅱ▶ 国保税は、被保険者全体
で制度を支える観点から、所得に応
じた所得割、人数に応じた均等割及

問①▶ 地震等の災害時において、
住宅を失われた方が市営住宅等に
入居する際に要する日数と現在入居
可能な世帯数について伺う。
答①▶ 電気・水道等のライフライ
ンに問題がなければ、当日からでも
入居は可能である。また、入居可能
な世帯数は、現在10世帯である。
問②▶ 児童生徒のＡＩアプリ活用
の思考や読解力に対する見解につい
て伺う。
答②▶ 安易に答えを導き出すこと
や偏った情報のみから思考・判断す
ることがないよう指導することが大
切であると考えている。
問③▶ 市民ホール施設の統廃合と

し、誰もが投票しやすい環境づくり
に取り組んでいく。
問③▶ 選択的夫婦別姓の導入につ
いて伺う。
答③▶ 本市においても、選択的夫
婦別姓制度は、家族のあり方や個人
の生き方と関係する重要な問題と捉
えており、国において、国民の幅広い
理解の下に検討を進められるものと
考えている。

び世帯に応じた平等割のバランスを
とることで負担の公平性を図ること
とされている。令和４年４月から未
就学児の均等割は５割軽減となり、
その軽減分は国・県・市により全額
公費で賄われている。均等割と平等
割の廃止は、負担の不公平を招いて
適当ではなく、また、未就学児の均
等割全額軽減を市単独で措置するこ
とは困難と考える。なお、全国市長
会等を通じて、財政支援の拡充等を
要望していく。

ＰＦＩ事業・複合施設化の方向性に
ついて伺う。
答③▶ 今後実施予定のサウンディ
ング型市場調査において、施設を集
約する場合の整備方法や運営方法
のほか、民間施設との複合化や既存
施設の利活用など、これまでの報告
で示した方向性にこだわらず、多様な
事業者から意見を募集し、民間活力
の導入の可能性や様々なニーズを見
出したい。

1 国民健康保険の高額療養
費の申請簡素化について

1 国民健康保険税の値下げ
について

1 災害予防対策について

2 AI（人工知能）の利活用
について

3 公共施設個別施設計画に
ついて

2 選挙投票時の支援カード
等の導入について

不 後　 昇 議員

根 木　武 良 議員

西 元　勇 司 議員

その他の質問
●市営住宅入居時の保証人につ

いて
●大活字本の普及促進について
●こどもファスト・トラックの普及

について

その他の質問
●マイナンバーカードについて
●小・中学校の給食費の無償化

について

一般質問

一般質問

一般質問

3 ジェンダー平等の推進に
ついて
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問①ⅰ▶ 高齢者運転免許自主返
納支援事業のメニューに「シニア
カー※購入補助金」を追加してはど
うかと考えるが、見解を伺う。
答①ⅰ▶ 現在のところ、シニアカー
購入に対する補助金を支援内容に
追加する予定はないが、高齢者の
外出支援という観点も踏まえ、幅広
く調査、研究していく。
問①ⅱ▶ シニアカーを含む電動車
椅子対応の歩道整備について、見
解を問う。
答①ⅱ▶ 歩道の整備については、
道路構造令や国土交通省の「道路
の移動等円滑化に関するガイドラ

問①▶ 観光・定住課の事務所移
転について、本市の考えを問う。
答①▶ 今回の事務所移転に関し、
今日のデジタル技術の急速かつ大
きな進化により、ワンストップ行政
の推進で目指した効率的で質の高
い市民サービスの提供は可能であ
り、その整合性は十分図られてい
るものと捉えている。観光資源が
集積する新湊地区において、行政と
観光協会、将来的には民間事業者
も参画しながら地域活性化に取り
組む体制を整備する。また、全市的
な課題である移住・定住施策につ
いては、事務所移転後も引き続き

問①▶ 夏野市長は、本庁舎建設
時に分庁方式の問題点等を解消す
るため、公平性に配慮し、市の中心
部に行政機能を１箇所に集約する
統合庁舎建設への理解を求め、実
現された。いずれは大島分庁舎を
集約する大きな政策であるが、一
部行政機能を今般移転される理由
と、市長が思い描くビジョンについ
て伺う。
答①▶ 観光資源が集積する新湊
地区において、行政と観光協会、将
来的には民間事業者も参画しなが
ら一体的・集中的に地域活性化に
取り組む体制を整備することで、観
光需要の拡大や地域経済の循環

一部のエリアに偏ることなく、本市
における暮らしの特徴や魅力を伝
えながら、支援していく。なお、市
の外郭団体である観光協会の運営
に対しては、適時指導、助言するな
ど、規律をもって適正に対応できる
ものと考えている。

イン」に基づき行っている。また、
射水市バリアフリーマスタープラン
により、生活関連経路に位置付け
た歩道については、幅員の拡幅や
段差の解消等によるバリアフリー
化を順次行ってきた。今後とも、シ
ニアカーや電動車椅子を含む全て
の利用者が安全で快適に通行でき
る歩行空間の確保に、引き続き努
めていく。

促進を図るため、既成概念にとら
われることなく、挑戦的に取り組む
ものである。市民の幸せと本市の
発展を一番の柱とする私の政策を
変更するものではなく、直面する課
題に対し、より事業効果を高める
ための方策である。

1 シニアカー購入補助金に
ついて

1 夏野市長の政策変更（観光・定
住課の事務所移転）について

1 観光協会及び観光・定住
課の事務所移転について

石 田　勝 志 議員

西 尾　 哲 議員

寺 岡　伸 清 議員

その他の質問
●学校行事の今後について
●街路樹等の腐食による倒木の

危険性について
●集落支援員配置について

その他の質問
●市出資法人に対する指導等に

ついて

その他の質問
●交流人口拡大に向けた取組に

ついて
●海川野里山などの豊かな自然

を活かした農泊の実施検討に
ついて

●デジタル市民窓口について
●射水市民賑わい創出について
●物価高騰の対応について

一般質問

一般質問

一般質問
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問①▶ コミュニティ・スクール（学
校運営協議会）の導入について、丁
寧な説明を求める声や、拙速は避け
てほしいとの声を聞いている。これら
の地域の意見を踏まえ、学校運営協
議会をどのように設置していくのか
伺う。
答①▶ 現在検討している学校運
営協議会の体制は、委員として、地
域の住民、児童生徒の保護者の代
表者など、現在の学校評議員の方々
や、地域学校協働活動を行っている
方から選任したいと考えており、人数
は15名以内、任期は１年で、再任は
妨げないものとすることを想定して
いる。今後、学校運営協議会の設置

問①▶ 中学校の休日の部活動地
域移行に向けた課題及び対応並び
に総合型地域スポーツクラブとの連
携について伺う。
答①▶ 指導者の確保、練習会場ま
での生徒の移動に伴う保護者負担、
財源確保などの様々な課題解決に向
け、関係団体や保護者の協力も含め、
国・県に対して財政支援を継続的に
働きかける必要があると考える。また、
部活動の地域移行を契機として、校
外活動における多様な可能性が今後
見込まれることから、総合型地域ス
ポーツクラブや関係団体と連携しな
がら、生徒にとってよりよい文化・ス
ポーツ環境となるよう取り組んでいく。

問①▶ 担い手の高齢化により、地
元による公園管理が厳しくなること
を踏まえ、今後の管理運営に係る見
解を伺う。
答①▶ 海水浴場も含めて、マリンス
ポーツやキャンプ場など、年間を通し
て事業収益を維持管理に還元する
仕組みが必要と考えており、新たに
管理運営を担う運営団体の設立や
民間活力の導入に向けた手法につい
て、県と連携して調査、研究していく。
問②▶ 小学校高学年での教科担
任制※について伺う。
答②▶ 保護者からの学校評価で
は、教科担任制の導入も含めて「子
どもの姿から授業が分かりやすいと

に向けて協議を進めていくが、今年
度は、学校や地域、各団体に対して
コミュニティ・スクールの目的や仕組
みなどについて丁寧に説明し、周知
しながら学校や地域の実情に応じた
組織づくりを進め、令和６年４月には、
半数以上の市立の小・中学校におけ
る学校運営協議会の設置を目指して
いく。

問②▶ シルバー人材センターへの
本市としての支援について伺う。
答②▶ 高齢者の方々が長年培って
きた知識や経験を生かすことができ
るシルバー人材センターの役割は重
要であると認識しており、今後とも運
営を支援していく。

感じている」など、どの学校も高い評
価を得ている。現場の教員からは、
「授業準備の時間に余裕が生まれ、
他の業務に時間を充てることができ
た」などの意見があり、一定の効果が
あったと捉えている。
問③▶ ヘルメット購入助成につい
て伺う。
答③▶ 自転車安全利用の観点か
ら、本市における着用状況や先行導
入団体の事例も参考にしながら検討
していく。

1 地域と学校とのかかわり
について

1 休日の中学校部活動地域
移行について

2 シルバー人材センターに
ついて

1 海老江海浜公園及び海水浴
場の今後の方向性について

2 小学校高学年での教科担
任制の実施について

3 自転車用ヘルメットにつ
いて

山 本　満 夫 議員

金 　賢 志 議員

杉 浦　 実 議員

その他の質問
●市民後見人について

その他の質問
●サイクリングコースについて
●みどりの食料システム戦略にお

けるＣＯ2ゼロエミッション化の
取組について

一般質問

一般質問

一般質問
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問①ⅰ▶ 有機農業の普及拡大に向
けた中長期的な取組について伺う。
答①ⅰ▶ 人材育成、栽培技術の確
立、農地の確保、販売機会の多様
化、消費者の理解増進等について、
先進事例や最新の知見を調査研究
していく。
問①ⅱ▶ スマート農業の課題につ
いて伺う。
答①ⅱ▶ 作業の省力化や収量、品
質向上が期待される一方、導入コス
トが高いことや、高齢の農業者が
デジタル機器の操作に不慣れな場
合が多いことなどの要因で、普及が
進んでいない。国・県の補助制度を
活用し、導入の促進を図っていく。

問②▶ プログラミング教育※につ
いて伺う。
答②▶ 「児童がプログラミングを
体験しながら、コンピュータに意図
した処理を行わせるために必要な
論理的思考力を身に付ける」ことを
目的とし、児童生徒の秘めた可能
性を発掘し、将来の活躍のきっか
けとなることも期待できる。
問③▶ 労働力不足解消について
伺う。
答③▶ 本市雇用対策推進協議会
の新たな取組として、企業ＰＲ動画
の制作経費の一部を助成し、採用
活動を支援する。今後も、施策の充
実に努めていく。

1 本市農業について

2 本市学校教育について

3 中小企業支援について

大 垣　友 和 議員

一般質問

　政務活動費の使途の透明化を図るため、令和４年度政務活動費に関する収支報告書及び領収書を公開して
います（議会事務局の事務所に備え付けるほか、市議会ホームページでも閲覧可能です。）。
　政務活動費は、「地方自治法」及び「射水市議会政務活動費の交付に関する条例」の規定に基づき、議員
の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として交付されています。

　全国市議会議長会及び北信越市議会議長会
から永年勤続の表彰を受けられた議員へ、６月
定例会本会議において、議長から表彰状が伝達
されました。

注）市議会議員になる前に町村議会議員であった場合は、
その期間の２分の１を在職期間に加えて計算します。写真左から　奈田議員、高橋議員

【在職20年以上表彰】

高橋  久和 議員

奈田  安弘 議員

議員個人交 付 対 象

月額５万円（年額60万円）を上限
※四半期ごとに議員が支払った実費に基づき精算払い（後払い）

交 付 額

交付決定（上限）額　13,150,000円
交付確定（実績）額　  7,359,806円�➡�執行率56.0％

（参考：令和３年度執行率48.1％）

交 付 実 績

政務活動費政務活動費のの交付状況交付状況をを公開公開していますしています令和４年度

おめでとうございますおめでとうございます
議員表彰
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令和５年度議会報告会 今回の議会報告会は、各常任委員会に分かれて開催し、それ
ぞれの所管事項について、参加者と意見交換をしました。

　
令
和
５
年
５
月
30
日
19
時
か
ら
救
急
薬
品
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し

た
。「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
と
し
、皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
54
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
１
日
19
時
か
ら
射
水
市
役

所
本
庁
舎
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。「
本
開
発
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

内
公
園
に
つ
い
て
」及
び「
道
の
駅
周
辺
エ
リ

ア
宿
泊
施
設
誘
致
事
業
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ

と
し
、皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▼
主
な
意
見

▼
主
な
質
疑
・
意
見

（
課
題
な
ど
）

・
導
入
の
ね
ら
い
な
ど
、
詳
し
く
知
り

た
い
。

・
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
へ
の
懸
念

・
学
校
運
営
へ
の
認
識
不
足
や
、
学

校
、
保
護
者
、
地
域
の
３
者
の
連
携

に
関
す
る
不
安

・
導
入
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
時
間

の
確
保
へ
の
心
配

（
期
待
す
る
こ
と
な
ど
）

・
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を
元
気
に
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

・
地
域
と
学
校
の
結
び
つ
き
や
連
帯
感

を
高
め
る
。

・
参
加
者
全
員
が
意
見
を
言
え
る
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。

※
８
つ
の
小
テ
ー
マ
に
関
し
、12
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
」の
主
な
意
見
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　民生病院常任委員会の議会報告会は、令和５年８月４日に大門高校の生徒を対象に、社会問
題や身近な問題について、意見交換します。対象生徒以外の参加はできませんので、ご了承く
ださい。なお、当日の詳しい内容については、次回発行の議会だよりでお知らせします。

　
　
本
開
発
地
区
の
公
園
に
つ
い

て
、
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。

　
　
新
湊
博
物
館
や
測
量
庭
園
で

は
、
残
念
な
が
ら
地
元
で
も
価
値

が
薄
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
を
建
て

れ
ば
人
が
来
る
と
い
う
発
想
で
は

い
け
な
い
。

　
　

現
在
の
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス

に
よ
る
と
、
一
般
の
駐
車
場
が

５
台
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
駐
車
場

が
２
台
で
あ
る
が
、
委
員
会
で

も
台
数
に
つ
い
て
、
多
数
の
意

見
が
出
て
お
り
、
そ
の
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
エ
リ

ア
一
帯
の
構
想
段
階
で
あ
る
た

め
、
先
進
事
例
に
鑑
み
な
が
ら
、

当
局
に
投
げ
か
け
て
い
き
た
い
。

問問 答答
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議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
５
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
５
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

６月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の
報告事項に関する概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

公
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ
う

と
す
る
場
合
、普
通
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、本
市
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

　
射
水
市
営
駐
車
場
に
係
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
対
応
す
る
た
め
、指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
規

定
を
追
加
す
る
。

　

都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ
る

道
路
の
帰
属
及
び
住
民
に
密
着
し
た
生
活
基
盤
の
充

実
を
図
る
た
め
、６
路
線
を
市
道
路
線
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。

公
共
施
設
及
び

　
未
利
用
市
有
地
等
に
関
す
る

　
民
間
提
案
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

射
水
市
営
駐
車
場
条
例
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
34
号
）

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
39
号
）

　
　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
第
２
回
目
と
な
る

が
、
第
１
回
目
の
事
業
実
施
に
よ
る
効
果
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
昨
年
度
は
、
当
該
制
度
の
初
年
度
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
多
く
の
提
案
が
あ
り
、
受
け
付
け

た
12
提
案
全
て
を
採
択
で
き
た
。
従
来
の
一
般

競
争
入
札
や
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
民
間
か

ら
の
提
案
の
事
業
化
を
図
る
新
た
な
手
法
を
加

え
、
今
後
の
公
民
連
携
の
推
進
を
図
る
上
で
幅

が
広
が
っ
た
こ
と
が
大
き
な
効
果
で
あ
る
。
具

体
的
な
効
果
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
公
共
施
設

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
水
道
用
節
水
器
具
の
導
入

に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
な
ど
が
今
後
表
れ
て

く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

射
水
市
が
保
有
し
、管
理
す
る
公
共
施
設
等
の
利

活
用
や
維
持
管
理
に
関
し
て
、民
間
事
業
者
の
ア
イ

デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
提
案
を
広
く
募
集
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、地
域
経
済
の
活
性
化
及
び

市
の
財
政
負
担
の
軽
減
な
ど
に
資
す
る
た
め
、当
該

事
業
を
実
施
す
る
も
の
。

問答

　
　

市
道
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る

の
か
。

　
　
過
去
に
廃
止
と
な
っ
た
路
線
は
あ
る
の
か
。

　
　

修
繕
や
除
雪
な
ど
の
維
持
管
理
を
市
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
伴
う
新
た
な
道
路

の
設
置
に
よ
り
、
既
存
路
線
の
機
能
が
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
廃
止
し
た
路
線
は
あ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
理
由
で
廃
止
し
た
路
線
は
な
い
。

問問 答答

　
　

市
営
駐
車
場
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
具
体
的
な
理
由
を
伺
う
。

　
　

公
共
施
設
や
未
利
用
市
有
地
等
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
の
提
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
営

駐
車
場
の
管
理
運
営
の
ほ
か
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
等
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
、
ま
ち
の
新
た
な

魅
力
の
創
造
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。
民
間
提

案
事
業
審
査
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
事
業

化
に
向
け
た
協
議
提
案
と
し
て
選
定
さ
れ
た
た

め
、
令
和
６
年
度
か
ら
市
営
駐
車
場
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問答 主
な
改
正
内
容
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県外行政視察報告
５
月
15
日
か
ら
５
月
17
日
に
か
け
て
、
福
岡
県
糸
島

市
、
佐
賀
県
唐
津
市
及
び
福
岡
県
那
珂
川
市
に
県
外

行
政
視
察
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

５
月
17
日
か
ら
５
月
19
日
に
か
け
て
、
福
島
県
郡
山

市
、
福
島
県
伊
達
市
及
び
宮
城
県
岩
沼
市
に
県
外
行

政
視
察
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

輸出用米について
ホクレン
農業協同組合連合会

伊達市版
ネウボラ事業ついて
伊達市役所

近隣大学との
連携について
糸島市役所

千歳市の
水道事業について

千歳市役所

デジタル窓口に
ついて

岩沼市役所

公共施設マネジメントに
ついて

唐津市役所

５
月
16
日
か
ら
５
月
18
日
に
か
け
て
、
北
海
道
恵
庭

市
、
北
海
道
札
幌
市
及
び
北
海
道
千
歳
市
に
県
外
行

政
視
察
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

視
察
内
容

●
福
岡
県
糸
島
市
…
近
隣
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

●
佐
賀
県
唐
津
市
…
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て

●
福
岡
県
那
珂
川
市
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て

視
察
内
容

●
福
島
県
郡
山
市
…
要
介
護
認
定
事
務
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て

●
福
島
県
伊
達
市
…
伊
達
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
に
つ

い
て　

●
宮
城
県
岩
沼
市
…
デ
ジ
タ
ル
窓
口
に
つ
い
て

視
察
内
容

●
北
海
道
恵
庭
市
…
道
と
川
の
駅 

花
ロ
ー
ド
え
に
わ

に
つ
い
て

●
北
海
道
札
幌
市（
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合

会
）…
輸
出
用
米
に
つ
い
て

●
北
海
道
千
歳
市
…
千
歳
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

港
湾
振
興
特
別
委
員
会

特別委員会 本会議で委員会に付託された
主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
億
９
３
０
０
万
円
を
追
加
し
、総
額
を

３
９
２
億
５
９
０
０
万
円
と
す
る
も
の

所
管
事
務
に
つ
い
て
４
件
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
通
年
議
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
12
月
か

ら
検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
審
議
時
間
を

十
分
に
確
保
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ

ば
、
議
会
に
お
け
る
拘
束
時
間
の
増
加
に
よ
り

地
域
で
の
議
員
活
動
が
制
約
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
と
し
て
賛
否
を
集
約
で
き
る
状
況

に
な
い
と
判
断
し
、
導
入
を
一
旦
見
送
る
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
の
重
要
課
題
等
に
お
い
て
議
会
と

当
局
と
の
意
思
疎
通
を
一
層
強
化
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
員
協
議
会
や
議
員
懇

談
会
を
活
用
す
る
旨
を
議
長
に
報
告
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

�
射
水
市
一
般
会
計
予
算

�

（
第
２
号
）（
議
案
第
29
号
）

主
な
事
業

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業

・
交
通
事
業
者
支
援

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
提
供
支
援

・
民
間
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
提
供
体
制

支
援

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
委
託

〇
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
自
動
車
等
整
備
事
業

〇
大
豆
・
大
麦
乾
燥
調
製
施
設
再
編

整
備
事
業
補
助
金

〇
物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
・
消
費

喚
起
事
業
補
助
金

〇
統
合
小
学
校
大
規
模
改
造
等
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託

【
報
告
事
項（
４
件
）の
内
容
】

〇
令
和
５
年
度
港
湾
・
海
岸
事
業
の

概
要
に
つ
い
て

〇
令
和
６
年
度
射
水
市
重
点
事
業
要

望
（
港
湾
関
連
）
に
つ
い
て

〇
令
和
４
年
度
富
山
新
港
取
扱
貨
物

に
つ
い
て

〇
富
山
新
港
東
埋
立
地
Ｃ
ポ
ン
ド
に
お

け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果

６月20日
（説明）

６月28日

６月29日

日　程 質問者 主な質問項目

６月28日

根木　武良 委員
①マイナ保険証による診療等について　②射水市水道事業について　
③観光・定住課の事務所移転について

西元　勇司 委員 ①第３次射水市総合計画前期実施計画の事業の取組内容について

不後　　昇 委員
①本市の防災対策について　②認知症基本法の制定の意義と本市の考
え方について　③こども未来戦略方針について

高畑　吉成 委員 ①コミュニティセンター大規模改修工事について

金　　賢志 委員
①お米引き換え事業について　②「富富富」生産拡大乾燥調製施設整
備支援事業について　③文化振興費について　④ＰＨＥＶ自動車等整
備事業について

加治　宏規 委員 ①放生津小学校、新湊小学校の統合について

寺岡　伸清 委員 ①地域振興会・町内会等の地域団体の維持活性化について

大垣　友和 委員 ①学校のエアコンについて

西尾　　哲 委員
①医師の働き方改革について　②外国人中古車販売業に関する諸問題対
応状況について　③ＤＸ推進の作業方法について　④きららか射水100
歳体操について　⑤ナイトクルーズについて

石田　勝志 委員 ①原油価格・物価高騰対策介護サービス等提供支援事業について

６月29日
中村　文隆 委員 ①道の駅周辺エリア宿泊施設誘致事業と博物館の今後の構想について

中川　一夫 委員 ①６月補正予算について　②市政全般について　③その他

質問者及び質問項目
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《会 期》5月10日／１日間

《会 期》６月12日～30日／19日間

議決結果一覧表

議決結果一覧表

《議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案について掲載》

［議　案］
番 号 件　　　　名 結 果

第 2 8 号 令和５年度射水市一般会計補正予算
（第１号） 可決

［報　告］
番 号 件　　　　名 結 果

第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第 ３ 号 専決処分の報告について －

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
議
決
結
果

議員名

石
田　
勝
志

大
垣　
友
和

西
元　
勇
司

西
尾　
　
哲

金　
　
賢
志

杉
浦　
　
実

山
本　
満
夫

寺
岡　
伸
清

呉
松　
福
一

加
治　
宏
規

高
畑　
吉
成

根
木　
武
良

欠　
　
　
員

中
川　
一
夫

中
村　
文
隆

山
崎　
晋
次

不
後　
　
昇

吉
野　
省
三

津
田　
信
人

堀　
　
義
治

奈
田　
安
弘

高
橋　
久
和

議案第29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
－

○ ○
※

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第30号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ …賛成　× …反対　※ …議長は採決に加わりません。

※５月臨時会は、全ての議案等が全会一致で可決（承認）されたため、議員別賛否一覧の掲載はありません。

［議　案］
番 号 件　　　　名 結 果

第 2 9 号 令和５年度射水市一般会計補正予算
（第２号） 可決

第 3 0 号 令和５年度射水市水道事業会計補正予算
（第１号） 可決

第 3 1 号
射水市職員の特殊勤務手当に関する条例
及び射水市消防職員特殊勤務手当支給条
例の一部改正について

可決

第 3 2 号 射水市市税条例の一部改正について 可決

第 3 3 号 射水市印鑑条例の一部改正について 可決

第 3 4 号 射水市営駐車場条例の一部改正について 可決

第 3 5 号 射水市国民健康保険税条例の一部改正に
ついて 可決

第 3 6 号

射水市地域経済牽引事業の促進による地
域の成長発展の基盤強化に関する法律第
９条第１項の規定に基づく準則を定める
条例の一部改正について

可決

第 3 7 号

射水市地域経済牽引事業の促進による地
域の成長発展の基盤強化に関する法律の
施行に伴う固定資産税の課税免除に関す
る条例の一部改正について

可決

第 3 8 号 射水市都市公園条例の一部改正について 可決

第 3 9 号 市道路線の認定について 可決

第 4 0 号 中太閤山コミュニティセンター改修（建
築主体）工事請負契約について 可決

第 4 1 号 射水市衛生センター基幹的設備改良工事
請負契約について 可決

第 4 2 号 射水市立大門中学校グラウンド改修工事
請負契約について 可決

第４３号 射水市立中太閤山小学校プール改築（建
築主体）工事請負契約について 可決

［報　告］
番 号 件　　　　名 結 果

第 ４ 号 専決処分の報告について －

第 ５ 号 繰越明許費繰越計算書について
（一般会計） －

第 ６ 号 繰越明許費繰越計算書について
（介護保険事業特別会計） －

第 ７ 号 事故繰越し繰越計算書について
（一般会計） －

第 ８ 号 建設改良費繰越計算書について
（水道事業会計） －

第 ９ 号 建設改良費繰越計算書について
（下水道事業会計） －

第１０号 建設改良費繰越計算書について
（病院事業会計） －

［その他］
番 号 件　　　　名 結 果

議会運営委員会、各常任委員会及び議会
改革特別委員会の閉会中の継続審査 可決

５ 月 臨 時 会

６ 月 定 例 会
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●広報委員会［委員長］中村 文隆　［副委員長］高畑 吉成
　　　　　　［委　員］加治 宏規、山崎 晋次、津田 信人、堀 義治、奈田 安弘、高橋 久和

傍聴者数

本会議 … ３人
委員会 … ５人

合計８人

議 信通会

９月定例会は、
９月４日（月）から始まります

　会期日程は、決まり次第ホームペー
ジに掲載します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-
6610）までお問い合わせください。

本会議 …23人
委員会 …18人

合計41人

市議会だより用語解説
シニアカーヤングケアラー
高齢者向けに製造された、スクー
ターに似たハンドル付きの３輪
または４輪の乗り物。道路交通法
上、歩行者と同じ扱いになり、運
転免許がなくても操作できる。

本来大人が担うと想定されてい
る家事や家族の世話などを日常
的に行っている子どものこと。

原則として全ての教科を学級担
任の先生が指導する学級担任制
と異なり、教科ごとに専任の先
生が授業を受け持ち、複数のク
ラスを担任すること。

コンピュータに意図した処理を行う
よう指示することができるプログラ
ミングの体験を通じて、コンピュー
タを理解し、上手に活用していく力
を身に付ける教育のこと。

代表質問・一般質問における用語を
解説しています。POINT

▼ P４▼P２

いみず市議いみず市議会会だよりだよりのの

表紙写真表紙写真をを募集募集しますします！！

５ 月 臨 時 会 ６ 月 定 例 会

射水市議会では、市民の皆さんに親
しまれる市議会だよりづくりの一環
として、表紙写真を募集します。

投票支援カード

教科担任制 プログラミング教育

投票所において、代理投票や他
の支援が必要な場合に係員へ提
示することで、投票に必要な支
援を受けることができるもの。

▼ P３

▼P５ ▼P６

【募集テーマ】
【応募規定】

【応募資格】
【応募期間】
【選考方法】
【掲 載】

【そ の 他】

射水市の風景、行事・イベント、人物など
●応募者本人が射水市内において概ね１年以内に撮影したもの
●デジタルデータJPEG形式（概ね４MB以上10MB未満）の横長写真で提供できるもの
●未発表のもの、また、被写体が人物や個人の所有物の場合は承諾を得たもの
射水市に在住、在勤または在学の方
令和５年９月25日（月）まで（※必着）
市議会広報委員会で応募写真を審査します。
市議会広報委員会で選出された写真を表紙に採用します。採用された写真には、応募者の
氏名、写真のタイトル及び撮影場所を掲載します。（氏名の掲載を希望しないことも可）
なお、使用に当たっては、トリミングなどの画像処理をすることがあります。
応募方法などの詳細については、市議会ホームページでご確認ください。


